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　本年3月18日(水)から11月30日
(月)までの期間で、秩父札所34観音
霊場の12年に1度の午歳総開帳が

始まりました。この総開帳の期間は、どなたでも観音様のお
姿に直接お参りすることができ、江戸時代から続く伝統行
事となっています。
　秩父札所は、鎌倉時代の文暦元年(1234年)3月18日に
開創されたとのことで、本年の午歳総開帳が3月18日から
始まったのも、この開創日に合わせているからとのことです。
秩父札所は江戸時代には庶民の心の支えとして信仰を広
く集め、関所を越えることなく気軽に行け、江戸からの距離
も近いことから多くの人が秩父札所の巡礼に訪れました。
昭和、平成、令和と続く現在でも巡礼に加えて、観光や御
朱印巡りとして秩父札所巡りを楽しむ人が増え「巡礼文
化」が定着しており、秩父地域の観光資源の代表的なひと
つとなっています。
　秩父札所は、秩父市内に25寺、横瀬町内に6寺、小鹿野
町内に2寺（札所31番観音院､札所32番法性寺）、皆野町
内に1寺に点在し、札所1番から34番までの一巡約100キ
ロメートルの巡礼道となっています。また、室町時代後期に
は、西国33ヵ寺、坂東33ヵ寺、秩父34ヵ寺と合わせて日本

100観音霊場が成立したとされています。
　去る3月1日には、日本の「巡礼文化」を担う西国、坂東、
秩父の日本100観音霊場、四国88観音霊場、台湾33観音
霊場などが一同に会して「巡礼サミット」が秩父神社で開催
され、国内外で巡礼文化を広げていくための友好協定も締
結されました。秩父札所は、西国や坂東の札所と違って地
域がコンパクトにまとまっており、江戸（東京）からも至近距
離にあること、更に西国、坂東と合わせて100観音にするた
めに34ヵ寺にしたことなど先人の知恵が詰まった観音霊場
となっていることが、今日まで続けてこられた大きな要因に
なっているものと思います。小鹿野町では、午歳総開帳にあ
わせて札所周辺の公衆トイレの改修や道路改修なども行
い、秩父地域1市4町で組織する秩父地域おもてなし観光
公社では「12年に1度　秩父地域がパワースポットに!秩父
札所午歳総開帳2026プロジェクト」が国観光庁の補助事
業に採択され、デジタルスタンプラリー、多言語対応のQR
ガイド、オリジナルグッズの制作などを進めております。秩父
札所午歳総開帳が巡礼者にとって心のいやしと願いを叶
える旅となるとともに、秩父地域のPRや地域活性化につな
がるよう努めて参りたいと存じます。

小鹿野町長　森 真太郎

秩父札所34観音霊場 午歳総開帳について
こんにちは
町長です

旧三田川小学校体育館リニューアルオープンイベント「うごきだすこころ」の開催にあたり、2月中
旬の準備段階から設営や運営に上飯田地区のみなさんをはじめ、多くの町民の皆さまに関わって
いただきました。準備の時間そのものが世代を超えた交流の機会となり、本プロジェクトの目指す
「共につくる場」の姿が形になりつつあることを実感しています。
イベント直前の3月上旬には、地元の歌舞伎関係者の皆さんが体育館を訪れ、出入りの場所やス
テージ周りの動線を確認。祭り音頭の準備では、当日の段取りや方向性について現地で最終打ち合
わせも行われました。
　本取り組みはイベントの開催だけではなく、今後も人が集う場所となるよう継続していく予定で
す。旧三田川小学校体育館には、張り出し舞台と専門的な体操機材という特色ある設備がありこれ
らを活かしながら、町民の皆さまとともに、この場所ならではの活用方法を模索してまいります。
大人も子どももお年寄りも、それぞれの関わり方・使い方ができる場所を目指しています。文化芸
術の拠点としてだけでなく、交流や挑戦、学びの場として、地域の皆さまと共に育てていく空間にし
ていきたいと考えています。ぜひ率直なご意見やアイデアをお寄せください。
また、開催前には、町長を交えた座談会を実施し、アートプ
ロジェクト実行委員会の今後のビジョンや方向性について
意見交換を行いました。行政と民間が同じ方向を見据え、持
続可能な取り組みとして発展させていくための認識を共有で
きたことも、大きな一歩となりました。
イベント当日の様子は次号にて改めて特集としてご報告い
たします。

最新情報は
Instagramから

旧三田川小学校体育館リニューアルオープンイベント 「うごきだすこころ」

＼地域おこし協力隊 原隊員と一緒に／

０から学ぶ 猪鹿鳥

農林振興課　地域おこし協力隊　原　教典

Vol.１ 連載が始まります
改めまして、昨年11月に地域おこし協力隊として着任し

ました、原です。早いもので、小鹿野町に来てから5ヵ月が
経とうとしています(本号発刊時点)。もともとご縁のあっ
た町ではありましたので、生活にはすぐに馴染むことがで
きましたが、小鹿野町の冬の寒さには本当に驚きました。
持ってきた蜂蜜は、あっという間に白く濁り、固まってしま
いました……。
それはさておき、私自身、未経験の状態で鳥獣害対策に
携わることになり、日々の活動の中で感じたことや、小さな
発見がたくさんありました。今だからこそ持てる視点を、町
の皆さんと共有できるのではないかと思い、この場をお借
りして、鳥獣に関する話題を中心に、日常生活の中で｢安心
･安全｣につながる内容をお伝えしていけたらと考えていま
す。
タイトルの｢猪鹿鳥(いのしかちょう)｣ですが、これは花
札の役である｢猪鹿蝶｣から着想を得たものです。鳥獣害対
策の分野において、何かと話題に上がる｢猪｣や｢鹿｣です
が、なぜこれらが花札では、こんなにも風情のある一つの
役としてまとめられているのだろう――。そんな疑問から、
この連載のタイトルにしてみました。｢鳥｣については、｢蝶｣
と音読みが同じであることから、鳥の字をあててみました。

せっかくですので、花札について少し調べてみました。
花札が生まれたのは江戸初期から中期にかけてと言われ
ています。ポルトガルからトランプが伝来し、庶民の間で賭
博が流行したことを背景に、江戸幕府から賭博禁止の御
触書が出されたそうで、その中で、数字や記号を隠し、草花
や動物、季節の情景を描いた花札が誕生したそうです。当
時の猪や鹿に対する感覚は、｢畑を荒らす厄介者｣である
一方、｢貴重なたんぱく源｣でもありました。鹿に至っては、
｢神の使い｣とされる地域もあるほどです。花札には、こうし
た日常的な自然との関わりや、季節の移ろいが、風刺や象
徴として感覚的に表現されていると言われています。
　現代では、猪や鹿はメディアを通じて、生活から切り離
された“遠い存在”として語られることが多くなりました。
しかし当時は、人々の暮らしのすぐそばにいる、もっと身近
な存在だったと考えられます。自然と共に生きる感覚その
ものを、遊びの中に取り入れていたのかもしれません。こう
した先人たちの感覚の中には、きっと現代にも通じる考え
方があるのではないか――。そんな思いと、これからの活
動への願掛けも込めて、｢猪鹿鳥｣というタイトルをつけま
した。今回は花札と「猪鹿蝶」についてご紹介しましたが、
次回は、より専門的なお話ができたらと考えています。
引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。

ゼロ いのしかちょう

はら たかのり
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